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配管系の地震フラジリティ評価で想定されているようなギロチン破断が生じるか検証するとともに、配管系

を対象として損傷モードとフラジリティ評価方法がフラジリティ評価結果におよぼす影響を評価した。 
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1. 緒言 

配管系の地震フラジリティ評価では、ギロチン破断を想定した、Separation of Variable Method（以下、「SOV

法」）が用いられている。しかし、配管系の損傷モードは疲労であることが確認されている。また、SOV 法以

外にも「現実的耐力と現実的応答による方法」（以下、「詳細法」）などの評価方法もある。そこで、ギロチン

破断の発生について検証し、損傷モードや評価方法がフラジリティ評価におよぼす影響を明らかにした。 

 

2.エルボ配管面内曲げ試験 

内圧 10 MPaを付与した炭素鋼 STPT410製のエルボ配管試験体

2 体を用いて、閉方向に 900 mm、開方向に 209 mm の変位を与え

る面内曲げ試験を行った結果、ギロチン破断は生じなかった。 

 

3. 配管系フラジリティ評価 

配管系の振動試験［1］を対象としたフラジリティ評価の結果、損傷モード

に疲労を想定することで、ギロチン破断を想定した場合に比べ、加速度中央

値が増加した。また、損傷モードにギロチン破断を想定した場合の詳細法と

SOV法の結果を比較すると、詳細法を用いることで加速度中央値が増加した。 

 

4. 結論 

面内曲げにおいて、エルボ配管がギロチン破断する可能性は低い。また本研究の評価範囲では、損傷モー

ドに疲労を想定した詳細法を用いることで、フラジリティ評価の加速度中央値が最大となった。 
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